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spinae muscles; ESM)は COPD 患者の診療においてその診断や併存症の評価
に用いられる胸部 CT を用いて追加被曝なく評価が可能である。そこで胸部 CT
を用いて測定した脊柱起立筋群横断面積 (cross-sectional area of ESM; 




12 胸椎椎体下縁レベルの単一胸部 CT 画像を用いて測定し、併せて胸筋群横断
面積(cross-sectional area of pectoralis muscles; PMCSA) も大動脈弓部直上レ
ベルの胸部 CT 画像を用いて測定した。COPD 患者において ESMCSAと、呼吸
機能など COPD 重症度指標、予後を含む臨床指標との関連を評価した。また、
年齢と身長を合致させた喫煙対照群においても ESMCSAの評価を行った。  
【結果】  
解析対象者は安定期男性 COPD 患者 130 例と喫煙対照群 20 例であった。
ESMCSA は喫煙対照群と比較して COPD 患者において有意に低下していた(喫
煙対照群 vs. COPD 患者; 39.20±6.98 vs. 29.77±6.97cm2,p<0.0001)。ESMCSA
は COPD 重症度と有意な負の相関を示した。また、ESMCSA と PMCSA は有意な
正の相関を示したが、相関の程度は中等度であった (r=0.49, p<0.0001)。ESMCSA
は body mass index (BMI)、呼吸困難の程度(the modified British Medical 
Research Council scale; mMRC)、呼吸機能指標(%FEV1、inspiratory-to-total 
lung capacity ratio; IC/TLC)、気腫の程度(the percentage of low attenuation 
area; LAA%)などの既知の予後予測因子と有意な相関を示した。続いて予後と
の関連を検討した。胸部 CT 撮影日を基準とした観察期間中央値は 2541.5 日で
130 例のうち 24 例の COPD 患者が死亡した。単変量 Cox 比例ハザード解析で
BMI、mMRC、%FEV1、IC/TLC、LAA%など既知の予後予測因子とともに、
ESMCSA、PMCSA は COPD 患者の予後と有意な相関を示した。また、多変量 Cox  
比例ハザード解析では ESMCSA は PMCSA と比較して予後と強い相関を示した。
さらに既知の予後予測因子を変数として用いたステップワイズ多変量 Cox 比例
ハザード解析により ESMCSAは最も強く予後と関連し (ハザード比 0.85; 95%信
頼区間 0.79-0.92; p<0.001)、このほか mMRC も独立して予後と関連した (ハザ
ード比 2.35; 95%信頼区間 1.51-3.65; p<0.001)。 
【結論】  









筋群横断面積  (ESMCSA) は COPD 患者の予後関連因子になるとの仮説を検証し
た。  
京都大学医学部附属病院呼吸器内科で COPD 患者を対象に行っている前向き観
察研究から、後方視的に解析した。男性 COPD 患者 130 例と喫煙者対照群 20
例において、抗重力筋である ESMCSA と抗重力筋ではない胸筋群横断面積
(PMCSA)を、胸部 CT 画像を用いて測定し、各種の COPD の重症度指標、そして
予後との関連を評価した。ESMCSAは喫煙者対照群より COPD 患者において有意
に低下が見られ、COPD の重症度指標と有意な相関を示した。単変量 Cox 比例
ハザード解析で ESMCSA と PMCSA は予後と有意に関連し、多変量解析では
ESMCSAは PMCSAよりも強く予後と関連していた。既報の予後関連因子を用いた
ステップワイズ Cox 比例ハザード解析で ESMCSA は独立した強い予後関連因子
であることが示された。  





の COPD 患者の診療に寄与するところが多い。 
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